
■障害年金の無料個別相談会■　社会保険労務士が個別に相談に応じます。事前に申し込みが必要です。　とき● 3 月 20 日（火）、4 月 17 日（火）
午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分　ところ●成田商工会議所　申込み・問合せ● NPO 法人 みんなでサポートちば☎ 070-1541-7661（申込専用電話）

■子どもゆめ基金助成活動 自然から学べ親子 de ぼうさい探検キャンプ■　とき● 3 月 11 日（日）午前 9 時～午後 4 時
ところ●神栖市日川浜オートキャンプ場、湯楽々　参加費●一人 1,000 円（軽食、保険料込）　申込み・問合せ● NPO 法人光と風☎ 57-5777

The information of the living暮らしに役立つ情報がいっぱいのコーナーです。
行事の詳しい内容は主催者にお問い合わせください。

市外局番の記載がないものは「0479」です。

●消費者相談
　3月2日（金）

午前10時～午後3時
コミュニティプラザ1階 会議室

（控室は第1研修室）
次回は4月6日（金）開催
申込期間3月23日（金）～30日（金）
問産業経済課経済振興係
☎76-5404

●若者の就労相談
　3月9日（金）

午前10時～午後5時
役場1階 第1会議室
■15歳以上40歳未満の自立（就
労）に悩みを抱えている若者または
その保護者
問ちば北総地域若者サポートステーション
☎0476-24-7880

●住民相談
　3月22日（木）

午前9時30分～午後3時
役場1階 第2会議室
問住民課住民係☎76-5401

●家庭教育相談
　（火・水・木曜日）

午後1時30分～3時30分
コミュニティプラザ2階 相談室
問生涯学習課社会教育係☎76-7811

●心配ごと相談
　（毎週水曜日）

午後1時30分～3時30分
社会福祉協議会
問社会福祉協議会☎76-5940

●健康相談
　（月～金曜日）

午前9時30分～11時
保健福祉センター内 健康相談室
問保健福祉課健康づくり係
☎76-3185

●司法書士相談
　3月10日（土）

午後1時～5時
旭市民会館
■登記・法律・債務整理など
■3月8日（木）まで
問司法書士林事務所
☎63-5652

●行政書士相談
　3月18日（日）

午後1時30分～4時
匝瑳市市民ふれあいセンター
■相続・遺言・協議書など
問スギヤマ行政書士
☎72-1639

ご協力をお願いします
愛の献血 

とき● 3 月 9 日（金）
　午前 10 時～ 11 時 45 分
　午後 1 時～ 4 時
ところ●役場附属棟
問合せ●保健福祉課　健康づくり係
　☎ 76-3185　

健康診査を受診された方へ
健診結果の提出 

　40 ～ 74 歳の国民健康保険の加入
者で平成 29 年度に職場等で健康診
査を受けた方は、健診結果の提出に
ご協力ください。
提出期限● 3 月 30 日（金）
提出先・問合せ●住民課国保年金係
　☎ 76-5405

1日ハローワークを開設します
千葉出張相談 

とき● 3 月 22 日（木）
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時までを除く）
ところ●横芝光町役場　東側玄関
　ロビー相談室
問合せ●ハローワーク千葉　
　職業相談第 1 部門
　☎ 043-242-1181

税務のスペシャリスト
国税専門官募集 

受験資格●①昭和 63 年 4 月 2 日～
平成 9 年 4 月 1 日生まれの方

　②平成 9 年 4 月 2 日以降生まれ
で大学を卒業した方および平成
31 年 3 月までに大学を卒業する
見込みの方

受付期間● 3 月 30 日（金）～
　4 月 11 日（水）
※受験案内は人事院のホームページ

からもダウンロードできます。
問合せ●佐原税務署総務課
　☎ 0478-54-1331

子育て・熟年世代や若者のために
DV 予防セミナーの開催 

とき● 3 月 17 日（土）
　午後 1 時 30 分～ 3 時
ところ●聖徳大学 1 号館 2 階 1219
　視聴覚教室（松戸市岩瀬 550）
定員● 150 名程度※事前申込必要
講師●聖徳大学心理・福祉学部
　心理学科　小澤 真 教授
演題●力の魔術を超えて　～ DV を

しないために受けないために～
申込み・問合せ●千葉県総合企画部
　男女共同参画課 DV 対策班
　☎ 043-223-2376

10月18日は統計の日
標語を募集します 

部門●小・中・高校生、一般、
　統計調査員、公務員
応募数● 1 人 5 作品まで
　（自作で未発表のものに限る）
※ 応募・提出方法など詳しくはお問

い合わせください。応募用紙は総
務省ホームページよりダウンロー
ドできます。
期間● 3 月 31 日（土）まで
提出先・問合せ●総務省政策統括
　官付統計企画管理官室
　普及指導担当☎ 03-5273-1144

相談日が祝日の場合はお問い合わせください。

無料相談いろいろ
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香取広域市町村圏事務組合臨時職員を募集します
対象●60歳くらいまでの心身ともに健康な方
募集人数●1人　　賃金●時給1,000円
雇用期間●平成30年4月1日～9月30日（更新あり）
※雇用期間は最長で1年です。
勤務場所●長岡不燃物処理場（香取市長岡1539）
勤務日●月～金曜日の間で4日　午前9時～午後5時
業務内容●不燃物処理業務（ビンや缶の手選別作業等）
選考方法●書類選考および面接
申込期間●3月16日（金）までに履歴書を香取広域市町村圏事務組合へ持参 
　または郵送（〒289-0407　香取市仁良300-1）
お問合せ●香取広域市町村圏事務組合 総務班☎ 0478-78-1181

ピアサポート・障がい者のつどい
　悩みを語り合ったり、勉強したり、生活がより良くなるような時間を 
一緒に過ごしませんか。
とき●3月10日（土）午前10時～11時  ※毎月第2土曜日に開催しています。
ところ●わぁーかちぃーと
問合せ●計画相談支援事業所くれよん☎ 85-5623

国民年金後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください！
　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成25年4月以降分の後納保険
料の納付がお済みでない方は、納付書に記載されている使用期限の平成
30年3月31日までに納付をお願いします。
　なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成30年4月以降に納
付を希望される場合は、新たな加算額による納付書を発行しますので「国
民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所にご連絡ください。
お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかる年金手帳、国民年金保険料後
納申込承認通知書等をご用意ください。
ご注意：平成25年3月以前の後納保険料は、5年を超えるため平成30年 
4月以降は納付できません。
問合せ●国民年金保険料専用ダイヤル　 0570-05-1165　
　　　　佐原年金事務所☎0478-54-1442

あなたも老人クラブに加入しませんか
　老人クラブでは、健康づくりや友愛、奉仕活動など、さまざまな活動を行っ
ています。活動内容には旅行、趣味、スポーツなどの楽しい活動もたくさん
あります。おおむね60歳以上の方なら、どなたでも加入できます。申し込
みについては、お住まいの地区の単位老人クラブまたは多古町老人クラブ連
合会までお問い合わせください。
問合せ●多古町老人クラブ連合会事務局☎76-5940

高齢者世帯の住宅に火災警報器を設置します
　町では、高齢者のひとり暮らし世帯や高齢者のみで構成される
世帯を対象に『住宅用火災警報器』を無償で設置する事業を実施し
ています。
　町が設置する『住宅用火災警報器』は1世帯当たり1個のみで、
寝室への設置に限ります。詳細についてはお問い合わせください。
問合せ●保健福祉課福祉係☎76-3185

（公社）多古町シルバー人材センター入会説明会
　多古町に在住する、健康で働く意欲のある60歳以上の
方々に就業の機会を提供し、地域を活性化しようと、町の
支援により当センターは設立されました。季節によって繁
忙の違いはありますが、機械除草・各種農作業・剪

せ ん

定
て い

・障子張り・運転代行
などさまざまな分野で現在160名の会員が活躍しています。今までの技能や
経験を積極的に生かし、あなたも会員になりませんか？
　また、定例入会説明会以外でも会員募集受付は随時行っています。
とき●3月15日（木）　午前10時～11時、午後2時～3時
ところ●社会福祉協議会2階会議室
問合せ●（公社）多古町シルバー人材センター☎76-6606

あなたの経験・知識・技能を生かそう！

　火災が発生しやすい季節を迎えます。火災発生の防止を心がけ、死傷
事故や財産の損失を防ぎましょう。

問合せ●香取広域市町村圏事務組合 消防本部予防課☎ 0478-52-1192

■付いていますか？住宅用火災警報器■

3 月 1 日（木）～ 7 日（水） 春季全国火災予防運動

３つの
習慣

４つの
対策

「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　設置していたことにより、火災に早く気付き「命を取り止めた」｢火災
発生または、拡大に至らなかった｣という事例が報告されています。
　また、設置された警報器は適切に作動するか定期的に確認をしましょう。

 ①寝タバコは、絶対にやめる
 ②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
 ③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

 ①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
 ② 寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐため、防炎品を使用する
 ③火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器などを設置する
 ④ お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を

つくる

■住宅防火　いのちを守る　7 つのポイント■
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